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１ 行政書士とは 
行政書士は、行政機関に提出する書類や権利義務に関する書類を依頼者に代わって作成

する、法律の専門家です。独立して事務所を設けて開業することもできますし、民法や商

法・会社法、行政法等の法律知識を有する人材として、民間企業への就職や公務員試験へ

のステップアップとしても最適な資格です。 

法学部のみなさんは在学中の合格も十分狙えますので、ぜひ行政書士試験の合格を目指

してスタートしましょう！ 

 

（行政書士の実務例）※「日本行政書士会連合会」で検索、詳しい業務例を閲覧できます。 

  イ 建設業許可 

・５００万円以上の工事を請け負うには、知事又は国土交通大臣の許可が必要 

・１年ごとに許可権者に決算報告が必要。適宜変更届も必要。 

・５年ごとに更新許可も必要。公共工事の入札参加のための諸手続も。 

  ロ 風俗営業許可 

・接客飲食業（キャバクラ・スナック等）・・許可制 

・深夜酒類提供飲食店営業、性風俗関連特殊営業 

ハ 外国人在留資格関係 

・外国人の役員・従業員の雇用 

・日本人との結婚・離婚、永住許可 

  二 契約書作成 

・業務委託、代理店契約、売買、リース、その他の契約書作成 

  ホ 相続・遺言 

・遺産分割協議書作成、遺言書原案作成、公正証書遺言手続 

 

２ 行政書士試験について 
絶対評価の試験（６割の得点で合格）、法学部で履修する科目がメイン！ 

 

●法令科目 

・五肢択一４０問×４点・・・・・計１６０点 

（基礎法学２問、憲法５問、行政法１９問、民法９問、商法・会社法５問） 

 ・多肢選択３問×４空欄×２点・・計２４点 

（憲法１問、行政法２問） 

 ・記述式 ３問×２０点・・・・・計６０点 

（行政法１問、民法２問） 

●一般知識 

・五肢択一１４問×４点・・・・・計５６点 

  （情報通信・個人情報保護３問、政治・経済・社会８問、文章理解３問） 

 

 合格基準 ３００点満点×６０％＝１８０点（一般知識６問／１４問正解が条件） 

※「行政書士試験研究センター」で検索、本試験過去問を閲覧できます。 
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３ 受験計画 
清和大学では、行政書士試験合格に向けた試験対策講座が揃っています。行政書士試験

について２０年の受験指導実績を有する現役行政書士が、丁寧にわかりやすく講義します。

授業録画配信により、欠席フォローも万全です。 

 

（１）２月・３月（春期集中） 

「民法講座（行政書士・司法書士試験対策）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を履修、重要科目・民法の基礎

固めを！ 

【授業で使用する教科書】 

「うかる！ 司法書士 必出３３００選 ①民法編」伊藤塾（編）日本経済新聞出版社  

※ 開講時における最新版を使用する。 

 

（２）前期：４月～７月 

「行政書士Ⅰ・Ⅱ」を履修、最重要科目・行政法をマスター！その他科目も短期集中でマ

スター！ 

【授業で使用する教科書】 

『うかる！ 行政書士 総合テキスト』 伊藤塾（編） 日本経済新聞出版社 

『うかる！ 行政書士 総合問題集』  伊藤塾（編） 日本経済新聞出版社 

※ 開講時における最新版を使用する。 

 

（３）後期：９月中旬～２か月間 

行政書士補講を実施、記述式試験対策や過去問演習もしっかりとフォロー！ 

 

（４）１１月第２日曜日 行政書士本試験 → １月末 合格！！ 

 


